
意見陳述



今日の裁判

私たちの主張の
補充・反論



(１)人間の尊厳

人間には、人間としてのかけがえのない価値
がある

↓

人間の尊厳



(１)人間の尊厳

優生保護法や本件手術は「人間の尊厳の原
理」に反している

↓

回復しなければならない



(２)時間制限があてはまらない

北さんの被害は「人生被害」
↓

時間制限の決まりをあてはめるのは正義・
公平に反する

↓
２０年という時間制限はあてはまらない

時間(じかん)制限(せいげん)の決まり(きまり)をそのまま当てはめる(あてはめる)ことが正義(せいぎ)や公平(こうへい)に反する(はんする)



(３)国際的な人権の条約

優生手術は「拷問」

国も争っていない



(３)国際的な人権の条約

「拷問」の補償を求めるためには
時間の制限をつけるべきではない

これは、国際的なルールであり
国も尊重するべき



(３)国際的な人権の条約

「拷問」の苦しみは長期間続く

条約の前の出来事でも

国は責任を負う義務がある



(３)国際的な人権の条約

裁判所は、条約に関する国際人権に関
する専門機関の意見を参照して

判断するべき



(４)十分な補償法が必要

令和３年８月３日神戸地裁判決

「日本国憲法に違反することが明白」

「半世紀も続き、個人の尊厳が著しく侵害」

「被害者に適切な措置がとられ、

障害者への偏見や差別を解消する施策が講じら
れることを期待したい」



(４)十分な補償法が必要

被害者への十分な補償をする法律がないことは

違法である



最後に



過去にも、裁判を通して、回復さ
れるべき被害が回復された

↓
本件も人生被害


